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認知症は、85 歳以上の人の 4 割以上に出現することが知られており、高齢者にとっては

身近な疾患である。しかし、たとえ認知症になったとしても、一人の人間として安心、安全

に尊厳をもって自分らしく生きていくためには、周囲の適切なサポートは欠かせない。特に

認知症の人や介護家族が質の高い生活を送っていくためには、生活をサポートする介護従

事者が、専門的な知識や技術を有し、あらゆる場面で適切なケアを提供できなければならな

い。 

 しかし、近年増加し続けている高齢者虐待の問題は深刻であり、在宅における虐待の増加

だけではなく、平成26年度には、施設・事業所等における虐待の相談・通報件数が1,120件

と8年間で4倍に増えているのが現状である。また養介護施設従事者による虐待の発生要因

で最も多いのは「教育・知識・介護技術等に関する問題」であり、これが6割以上を占めて

いることを考えると、介護従事者に対する知識や技術の教育は、急務といえるだろう。 

認知症ケアの専門研修である認知症介護実践者研修、実践リーダー研修、指導者養成研

修は、2001年度から開始されており、その後2006年度に見直され、2014年に再度見直しが

行われてきた。特に2014年度の改訂案では、認知症介護実践者等養成研修を高度な認知症

ケアスキルを有するスペシャリスト養成を目指す段階的研修として位置づけ、認知症介護

実践者研修及び認知症介護実践リーダー研修に関しては、科目ごとのシラバス案と、カリ

キュラム案が作成され、それに合わせて認知症介護指導者養成研修のカリキュラム改訂案

も作成された。また介護現場で認知症の基礎知識を有していない介護スタッフが多いこと

を解消するために、6時間で受講できる認知症介護基礎研修のプログラムが作成された。今

後はこれらの研修を実施することによって質の高い認知症ケアを提供できる人材が増え

ていくことが望まれる。施設・事業所、居宅系のケア現場で質の高いケアが提供され、認

知症の人と介護家族の生活の質が向上していくことを祈念したい。 
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